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サービスの多様化・高度化による
通信トラヒックの増加が進展するこ
とを考えると、シングルモード光
ファイバの伝送限界を超越する光
ファイバが必要となる。また、
IOWN構想の実現に向けても、大容
量光ファイバの実用化は必至の課題
である。
このような背景の下、A設 Pは空

間分割多重（SDM）光ファイバケー
ブル技術の研究開発に取り組んでい
る。SDM光ファイバは、１心の光
ファイバに複数の空間チャネルを設
定することで、空間チャネル数だけ
伝送容量の増大を可能にする。
SDM光ファイバには、1心に複数
のコアを配置し各コアに独立して信

号を伝送する非結合型マルチコア光
ファイバ、コア内に複数のモードを
配置しモード毎に信号を伝送する数
モード光ファイバ、コア間の結合を
許容することで高密度なマルチコア
構造を実現する結合型マルチコア光
ファイバがある（図１）。数モード
光ファイバ及び結合型マルチコア光
ファイバの場合は、モード間、コア
間の結合を補償するために多入力多
出力信号の演算処理（MIMO-DSP）
が必須となる。

A設 Pは SDM技術のアップグ
レードを図りながら、大容量化ニー
ズに持続的に応えていく方針だ。
以下に、SDM光ファイバのケー

ブル実装に向けての評価実験及び実
証実験について紹介する。
■標準クラッド径MCF光ケーブルの
　フィールド環境特性評価

既存標準との互換性
を勘案した標準クラッ
ド径MCFのケーブル
化工程間および環境に
おける特性を明確化
し、NTT研究所内の
とう道で約 1年間の
実環境評価を実施し
た。その結果、気温・
湿度等の環境変化の影
響を受けることなく標

準クラッド径MCFを実装した光
ケーブル実用できることを確証し
た。今後はケーブル周辺技術と合わ
せた技術確立により実用化が期待さ
れる。
■モード間特性差補償デバイスの
　実証実験
モード多重光伝送路ではモード間
で、減衰量の偏差や増幅効率の偏差
が発生し、伝送品質の劣化につなが
る。そこで、伝送距離や増幅特性に
応じた特性偏差の低減が不可欠とな
る。A設 Pは、可変・低損失・小型
の 3要素を兼ね備えた光導波路デ
バイスを設計・試作し、特定モード
の減衰量をヒーター制御で可変補償
する技術を世界で初めて実証した。
空間モードを活用した大容量光伝送
路の構築に向けた要素技術の一つと
して更なる研究の進展を図る。

NTTアクセスサービスシステム研究所（以下、AS研）アクセス設備プロジェクト（以下、Ａ設Ｐ）は、光線路の設備に係
る研究開発に取り組んでいる。本稿では、次世代の光線路に対するエクストリームな要件、サービスの多様化に応える技術
及び評価実験等について紹介する。
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図 1　SDM光ファイバ
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A設 Pでは、IOWN時代の新しい
アクセスNWを実現する遠隔光路切
替ノード（図 2)の研究開発を進めて
いる。通信ビル内に設置する所内ノー
ドと屋外に設置する所外ノードで構成
され、所内外ノードが連携することで
遠隔から光ファイバ経路を切り替える
ことが可能な本技術には、3つの要
素技術（遠隔制御技術、光クロスコ
ネクト技術、ポート監視技術）がある。
これまで各要素技術単体での検証等
を進めてきたが、通信ビル内に設置
するノードからこれらの連係動作を確
認するフェーズとなり、一層
の取り組みを進めている。

今後、センサなど多種多様
な端末がネットワークへ接続
されることが想定される。す
ると、必要な端末を必要な場
所・タイミングで接続できる
柔軟な光ネットワークが必要

使用され、適用領域に応じた特性
を持たせている。例えば架空光
ケーブルであれば、屋外の風や振
動への耐性、生物被害への防護性
が必要となる。また、地下光ケー
ブルであれば、地下の浸水に備え
た防水性が必要となる。さらに地
下中継光ケーブルであれば長距離
伝送に適した低損失特性が必須
だ。A設 Pは、こうした特徴を兼
ね備えた光ケーブルを開発したう
えで、光ケーブルの細径高密度化
に取り組んでいる（図３）。
現在取り組みを推進している光ケー

ブルは現行の光ケーブルと比べ約 35
％CO2排出量を削減できる見込みだ。
片山氏は、次のように語っている。「当
初は、コストパフォーマンスに主眼を
置いて開発を進めていましたが、環境
問題への意識の変化を受け、我々も
できることから始めようという機運が高
まりました。設備の有効利用、物品の
経済化と安定調達、環境負荷の低減
に貢献する光ケーブル技術で未来の
社会に貢献したいと思います。」
先鋭技術に留まらず環境にも配慮
した光ファイバの実装を目指して、
A設 Pは未来を見据え、持続発展可
能な光線路技術を革新していく。

になる。しかし、通信を遮断せずに
通信中の光ファイバを後付けで分岐
できない技術課題があった。

A設 Pは、この課題を解決するた
め、研磨加工を施した通信中の光ファ
イバとあらかじめ研磨した分岐用の
光ファイバとのコア同士を近接させ
ることで、通信信号を分岐用の光ファ
イバへ分岐させる光分岐技術に取り
組んでおり、今後の研究開発の進展
に期待が寄せられている（図２）。
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図 3　光ケーブルの細径高密度化
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